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害の発生因子を統計学的に検討すると，インストラク
ター歴，平均さらに最大深度であり，それ以外の因子
は明らかではなかった。
【考察】今回の調査は主たるダイビング協会に所属して
いるインストラクターを対象にしていることから, 県内の
彼らの勤務形態と減圧障害の発生状況がおおむね把
握できたものと考えられる。

表1　減圧症発症者の症状

表2　年齢と潜水深度，休憩時間を比較

勤務形態でみると月の休日は4日であり，さらに1日
の平均作業時間が12時間となっており，食事や休息の
時間が十分に検討されていない可能性はあるが，イン
ストラクターの業務が過重になっていることが伺える。
その1つの要因は，レジャーダイバーに対するインスト
ラクターの数が少ないことである。潜水業務のみを例
にとると，レジャーダイバーが4回の潜水を行うとすれ
ば，1人のインストラクターの年間の潜水業務は1,000回
に達することになり，必然的に減圧障害の発生も高ま
ることになる。さらに，潜水業務の前後には，潜水関
連業務の中で器材の搬送を含めた重労働も加わること
から減圧障害を誘発しやすい要因ともなっている。
一方で，減圧障害の症状からみると感覚障害が
2/3を占めており，レジャーダイバーに比較して中枢神
経系の障害，すなわち脊髄型減圧症の頻度が高率で
ある。このことは潜水時間に関係すると考えられ，平
均した1日の潜水が3回であることからも沖縄県のイン
ストラクターの潜水業務が過重になっていることを示し
ている。
今回の調査結果はインストラクターの業務の実態を
示しているだけではなく，この勤務状況は減圧障害の
発生の一因になることを示唆している。長期の潜水が
高次脳機能へ何らかの影響を与える可能性が示唆され
ている現在，沖縄県でのダイビングインストラクター業
務を見直すことの必要性が示唆される。
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【目的】沖縄県を訪れる年間のレジャーダイバー数は50
万人ともいわれており，そのガイドを行うインストラクタ
ーは約2,000名である。今回，インストラクターの労働
環境と減圧障害の発生状況の聞き取り調査を行った
ので報告する。
【対象・方法】対象は沖縄県ダイビング安全対策協議会
に所属するインストラクター180名である。聞き取り調
査の方法は，所属するダイビングショップの雇用者に
調査表と調査依頼を郵送し，個々のインストラクター
が任意に記入してもらった後に返送してもらうものであ
る。調査表の質問項目は,年齢や性別，インストラクタ
ーとしての経験年数,年間や週の勤務体系,通常さらに
最大の水深，1日の潜水本数,減圧障害の経験について
であった。さらに，減圧障害の症状と対処についても
調査を行った。
【結果】回収は91名（回収率:50.3%）であり,平均年齢は
36.6歳（20－65歳）で,男性が61名,女性が31名であっ
た。さらにインストラクターとしての経験年数は10年未
満43名（48%）,10年以上20年未満24名（27%）,20年
以上が23名（26%）であった。また,週の平均休日は4
日であり,日に平均3回のダイビングガイドの作業を行な
っていた。1日の業務時間でみると，8時間が2名（2％）
, 9時間から10時間未満が19名（21％）, 10時間から12
時間未満が32名（36％）, 12時間が15名（17％）, 13時
間が10名（11％）14から16時間が11名（13%）であっ
た。業務内容は潜水業務以外に，様々な潜水関連の
作業が加わり，これらを合わせた14時間の労働が35
名 （40％）と最も多かった。また，月別の作業形態で
は通年が33名（37％），3月から12月までが57名（63％）
であった。
減圧障害は15名（16％）に経験があると答えており，
そのうち13名が1回のみの経験者であった。その症状
は，手足の感覚障害と疼痛が多数であった。減圧障


